
 

 

 

 
 

「東日本大震災 追悼の集い」  

3 月 9 日(日)10 時より、酒田市と酒田市社会福祉協議会の共催で「東日本大震災 追悼の集い」を酒田市   

地域福祉センターにて開催しました。参加人数は、避難者 8名（宮城 2名、福島 6名）を含む 80名でした。 

開会、黙とうの後、酒田市本間市長、酒田市社協阿部会長の追悼のことばがあり、フクシマの子どもの未

来を守る家の高橋裕子氏より講演「原発事故にあった母と子とともに生きよう」、認定 NPO法人ひらた里山の

会理事長の佐藤忠智氏より「宮城のカキ棚支援活動」、鳥海やわた観光株式会社の代表取締役社長の和田邦雄

氏より「幸せの黄色いひまわり活動」のお話をいただきました。その後、避難者の方々からのメッセージを

紹介しました。（メッセージはボードへの掲示もさせていただきました。） 

そして、ハミングバーズ チームオーマチーノの皆さんの素敵な歌を聴きました。 

交流会では、弁慶めし(みそ焼きおにぎりのこと)と豚汁を食べながら、互いに当時の様子や現在の生活な

どをお話しされている様子が見られ、和やかな雰囲気に包まれた会となりました。 
 

はがきやメッセージをくださった方々、そして参加してくださった方々、ありがとうございました！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高速道路無料 1年延長へ [避難区域住民・母子避難世帯] 

 2013.2.23 福島民友より抜粋

18歳以下福島県民医療費 県外窓口負担について 

檜

震災で酒田(庄内)に避難やお引越ししてきた 

ママさんたち おしゃべりお茶会しましょ♪ 

石けん等のプレゼントがあります 

 

 

 

福島民報・福島民友 置いています 

【下記の広報などもご用意しています】 


